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〔短報〕 左頚部交感神経幹の変異をともなう
大動脈弓分校異常の 1例
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千葉大学医学部における 1979年の解剖学実習におい
て，大動脈弓分枝の破格に左頚部交感神経幹の変異をと
もなう 1例に遭遇したので報告する。
所 見
本例は胃癌による消化管出血で死亡した76歳の日本人
男性(死体番号53-41)にみられた。大動脈弓の位置と
走向は正常であったが，大動脈弓より①腕頭動脈と左総
頚動脈の共通幹(長さ約 5mm)，②左椎骨動脈，③左鎖
骨下動脈の 3本の動脈が，この順に直接分枝しているの
がみられた。また大動脈弓を内面よりみて，大動脈弓よ
り直接分枝する動脈の内腔が上述の順序に存在している
ことを確認した。
椎骨動脈は左右ともに第 6頚椎横突孔に進入してい
た。 また椎骨動脈の外径は右が約 5mm，左が約4mm
であった。右椎骨動脈が左側のものより太いという所見
は，左椎骨動脈が大動脈弓より直接分校する型の破格の
報告1・7)の多くのものと一致している。 このほか左第7
頚椎横突孔には，左鎖骨下動脈から分校し，神経根など
に分布している細枝がみられ，これは副椎骨動脈に相当
するものと，思われる。
頚部交感神経幹は右側では正常の形態を示すが，左側
においては椎骨動脈の前面に大きな神経節が存在し，こ
れと第 1胸椎と第2胸椎間にある神経節(第 1胸神経節
であると考えられるが，星状神経節の可能性も否定でき
ない)との聞に，椎骨動脈と鎖骨下動脈とをそれぞれと
り囲むワナの形成がみられた。この大きな神経節はいわ
ゆる椎骨動脈神経節とよばれるものであると思われる
が，中頭神経節と下頚神経節とが融合してできた神経節
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である可能性も存在する。また，これらのワナがそれぞ
れ椎骨動脈ワナと鎖骨下ワナに相当するものであるか否
かについては明確で、はなかった。今後，同じ種類の破格
に遭遇した際には，交通枝等の所見を詳細に調べる必要
があると考えられる。
胸管は左椎骨動脈の後を通り，左第7頚椎横突起の前
を通ってから 2本に分かれて左静脈角に注いでいた。大
動脈弓とその分枝の破格には，腎臓または腎動脈に異常
をともなう例が報告7刈されているが， 本例でも左腎動
脈から分かれて左腎下半に入る副腎動脈がみとめられ
た。椎骨動脈以外の鎖骨下動脈の分枝， 頭頚部の静脈
系，反回神経，横隔神経，気管，食道などには異常はみ
とめられなかった。
考 察
本例は Adachi-W il1iams-中)1の大動脈弓分校型の分
類1，9，10)によれば D型に相当し， 日本人で約0.6%を占め
ると報告されているので，この破格はそれほどめずらし
いものではない。しかし AdachiD の報告では， 本例と
同じ分枝型を示している 3例のすべてにおいて，左椎骨
動脈は第5頚椎横突孔に進入していたが，本例ではその
進入位置は正常で，第 6頚椎横突孔へ進入している点が
異なっている。左椎骨動脈の起始の破格については， 
Hochstetter以来多くの研究者却し12)により発生学的考
察がなされており，最近では熊木と山田13)の椎骨動脈の
変異とその由来分節の関係についての考察がある。
本例において大動脈弓分校の破格と頚部交感神経幹の
変異とが同時に観察された。福山ら14)は，大動脈弓の分
枝型にかかわりなし頚部交感神経幹は一般に複雑な 
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Fig. '1 Ventral view of the aortic arch. 
The brachiocephalic artery (B)and 
the left common carotid artery (LC) 
formed common trunk (CT)as the 
first branch of the aortic arch. The 
left vertebral artery (LV)arose as 
the anomalous second branch of the 
aortic arch. The sympathetic trunk 
(ST)，ganglia，and their branches 
are depicted clearly in Fig. 2. 
変化に富んでいることを指摘している。 しかし一方， 
Hol tzapfe115)と仲西16)は，右鎖骨下動脈起始異常と交感
神経系の変異に着目して，その関連性を考察している。
今後，両者の形成過程における相関関係については，発
生学的見地ならびに破格の詳細な調査からさらに検討を
加える必要があろう。本例は，このような破格を調査す
るときの 1資料として報告した。 
SUMMARY 
An anomalous case of the pattern of the 
branches from the aortic arch associated with a 
variation of theleft cervical sympathetic trunk ， 
is reported. This case was found in a male Japa-
nese cadaver of 76 years olcl. From the aortic 
Fig. 2 Diagrammatic drawing of Fig. 1. 
A large ganglion (VC) is seen in 
front of the left vertebral artery. 
Two bunclles are seen connecting 
this ganglion to the lower sympa-
thetic ganglion at the level between 
the五rstancl second thoracic verte-
bra. LS，left subclavian artery;ぺ 
accessory vertebral artery. 
arch，3 arteries arose in the following order: 
(1)the common trunk formed by the brachioce-
phalic artery and the left common carotid artery， 
(2) the left vertebral artery，and (3) the left 
subclavian artery. This case belongs to the type 
D of Adachi-Williams-Nakagawa's classification 
of the variations of the branching pattern of the 
aortic arch. The anomalous left vertebral artery 
arose directly from the aortic arch and entered 
the transverse foramen of the 6th cervical verte-
bra. In addi tion，the ganglia and the branches 
of the leftcervical sympathetic trunk arranged ， 
anomalously，i. e. in front of the vertebral' ar-
tery a large ganglion，probably termed the verte句
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bral ganglion，was found，from which two bun-
dles arose to connect the ganglion located at the 
level between the五rstand second thoracic verte-
bra (this is probably the五rstthoracic ganglion). 
The superior bundle crosses the vertebral artery， 
while the inferior bundle the subclavian artery. 
The cause of this anomaly of the artery and 
nerve seems to be related developmentaly each 
other. 
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